
様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 22年 6月 23日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：食教育において、家庭科教諭と栄養教諭が行う連携の形には、単に

「授業」だけでなく「年間指導計画」や「資料作成」等も含め幅広く、様々な協力が可能で

ある。一方それぞれの専門性を深め、独自性を尊重することが大切である。連携力を高める

ためには教職に就くための「姿勢」「知識」「指導力」等が不可欠である。大学においては教

育実習指導にかかわる内容をより充実させるとともに、学生への適切な働きかけが望まれる。 
 
研究成果の概要（英文）：As a form of collaboration between home economics and nutrition teachers in 
Food and Eating education, cooperation are possible not only in classrooms conducting lessons but in 
activities including preparations of an annual curriculum plan and handouts. At the same time, it is 
important that each teacher respects the expertise and independence of the other. Characteristics such as 
“attitude”, “knowledge” and “leadership” among prospective teachers are essential in increasing 
collaboration opportunities. Therefore, it is recommended that universities enhance the content of 
teaching practices appropriately and also provide an adequate guidance to their students. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1)栄養教諭制度創設（平成 17 年度）前後は、

食教育に長年携わってきた家庭科教諭が制度

を認容し難いとする傾向がみられた。そのた

め研究に先立ち、家庭科教諭と学校栄養職員

に対して栄養教諭制度や連携授業についての

意識調査を実施した。 

(2)その調査結果は女子栄養大学紀要 第 38 号
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に掲載された。 

①栄養教諭制度創設までの変容や家庭科教諭の

こだわりの内容をある程度把握出来た。 

②栄養士をもつ本学卒業生家庭科教諭の調査か

ら、家庭科教諭の食育観等が明確になった。 

 

２．研究の目的 

本学が家庭科教諭・栄養教諭の教員養成に関わ

っていることから、題材を両教諭の連携授業に

焦点を絞り、教師の資質・能力の向上を目指す

教員養成教育の在り方やカリキュラム等につい

て提言する。 

 

３．研究の方法 

(1)連携授業について  

①家庭科教諭と栄養教諭の連携授業に対する意

識の把握（それぞれの専門性と独自性）につ

いて質問紙法を利用して行った。 

②教職課程履修生のための映像教材の作成と検

証（小・中学校の「家庭科」における連携授

業）を学校種別に授業を依頼し日常授業の一

環として実践したものを、教師の行動・発言

を中心に記録した。 

(2)栄養教諭の職務の実態 

①栄養教諭へのインタビュー（3 都県）を実施

した。自校方式並びに共同調理場方式それぞ

れの栄養教諭に同様の質問を行い回答を得

た。  

②連携授業実施教諭へのインタビュー（小・中

学校）では、実践上の課題を映像とともに記

録をして内容を検討した。 

(3)本学教職課程の特徴 

①女子栄養大学短期大学部（栄養士、栄養教諭

二種）では栄養士免許取得とともに栄養教諭

二種を取得する過程をシラバスを中心に整理

した。 

②女子栄養大学栄養学部保健栄養学科（栄養士、

家庭科教諭一種、栄養教諭二種）は家庭科教

諭免許状と栄養教諭免許状と同じ教職課程を

有しながらそれぞれの違いについてシラバス

からその違いを検討した。 

 

４．研究成果 

(1) 連携授業について 

①家庭科教諭と栄養教諭は共に連携による授業 

について期待し、プラスに評価している。当

初の質問紙法による調査結果では、家庭科教

諭と栄養教諭にはそれぞれ立場の違いから必

ずしも好意的に受け止めているとは言えない

実態が明らかになったが、連携授業を実施し

た教員からは教材研究の深さから授業の質が

高まるというような回答や、児童生徒ばかり

ではなく担任や他教科教員、学校全体に食へ

の関心が高まるというような効果を期待する

意見も示された。 

②家庭科教諭と栄養教諭はそれぞれの専門性を 

高め、独自性を尊重し合うことが大切である。  

家庭科教諭は家庭科の学習目標達成のための

専門性を発揮しながら授業を行い、栄養教諭

は栄養教諭の回答から｢中教審「食に関する指

導体制の整備について」｣の答申に示された食

のコーディネーターとしての役割を強く感じ

て授業に参画している。 

③連携には「授業」だけでなく「年間指導計画」 

「資料の作成」等、様々な形があることが明 

らかになった。食に関する指導は学校教育に

導入されてからまだ日が浅い。そういった中

で栄養教諭の役割として栄養教諭自身が「年

間計画」や「食育指導計画」を任され作成し

ている教諭がいる。また授業を行う際に必要

な資料や教材を作成することも多く、それら

は家庭科教諭との打ち合わせを経て行われる

ことが多い。 

④連携授業の映像教材は教員養成の課程におい 

て児童生徒の実態把握や学生自身が行う授業

研究に有効である。とくに短期大学部での教

育実習に向けた授業においてはその授業を事



 

 

前に学生自身が学習指導案を立て、授業の構

想を持って映像教材をみる学習を行った。そ

の結果のアンケートでは、担任（家庭科主任）

と栄養教諭とのかかわり方や、授業そのもの

の展開技術、準備から配慮する事項まで様々

な項目での記述がみられた。実際に教育実習

で家庭科を担当することは少ないが小学校教

育の中で担任の役割、栄養教諭の役割をみる

ことができるのは、実習準備としてとても肯

定的な意見が示されている。 

  

(2)栄養教諭の職務の実態 

①栄養教諭の職務の実態は極めて多忙であるが、 

直接児童生徒に接しつつ授業をすることの喜 

びを実感している。栄養教諭の職務は「食に 

関する指導と給食管理」である。通常今まで 

の「学校栄養職員」は主に給食管理を仕事の

中心として活躍をしてきた。それだけで十分

な仕事量と責任のある仕事である。栄養教諭

となった学校栄養職員は（インタビューをお

願いした栄養教諭は全員それまで学校栄養職

員としての勤務経験があった）食に関する指

導を今までの職務に加えて担当することとな

り倍の仕事量になった。さらに一人で授業を

構成することはなかなか難しく、担任や家庭

科教員との連携を求められることがあった。

また自校方式と共同調理場方式では学校に滞

在する時間や移動にかかわる時間など新たに

必要とされる時間が多くなっている。他方、

栄養教諭が配置されたという期待感も現場に

はあり、各学校で栄養教諭を中心とした授業

展開を希望している実態もある。すなわち、

栄養教諭は単独の学校だけのことをしている

のではなく、複数の学校を担当し、週に１回

～２回、巡回指導としてその学校を訪問し、

に必要に応じて授業実践があり、給食指導が

ある。栄養教諭が共通して課題として挙げて

いることはこれらの活動を進めるための当事

者同士の「打ち合わせの時間不足」である。

時に応じて立ち話で情報交換や教材作りのア

イデアを交換し作成に役立てる。 

②栄養教諭はそれぞれの勤務校・勤務地に適応 

した様々な食教育の工夫をしていることがわ

かった。様々な地域の栄養教諭に調査を行っ

た結果、地域の産物を地産地消を推進するこ

とがおこなわれている。地域の作物をいかに

安心して給食に取り入れることができるか、

そこから生まれた給食を題材に指導を展開す

るとそれぞれが地域に応じた食教育の特色が

出ている。 

 

(3)教師教育にあたって 

①教職において不可欠な「連携するための力作

り」の素地は、教員になるための「姿勢」「知

識」「 指導力」である。「姿勢」とは別な言

葉に言い換えると「情熱」ともいえ、積極的

に教育活動に参加する姿がインタビューに

応じていただいた先生方、映像教材を作成し

た際に伺ったことから求められていること

が分かった。「知識」とは家庭科教諭におい

ては家庭科の専門的な知識や理解であり、栄

養教諭は食に関する知識である。 それらの

知識に裏付けられた教材研究が毎日の連携

授業、連携した活動に効果的に作用すること

がインタビューからうかがえる。どちらの教

諭も、児童生徒の健全な成長を願う姿は変わ

らず方向として同じ方向を見て連携の活動

が行われていることが分かる。 

「指導力」は家庭科、栄養教諭ともに教職と

しての専門性であり、知識を有機的に授業

展開することが「教職」の本分である。こ

れらの力を学生のうちから身につけうるこ

とは不可能に近いかもしれないが、映像教

材や本研究での調査結果を授業資料とする

ことで指導力獲得の緒に就くことは可能で

あると考える。 



 

 

②家庭科教諭・栄養教諭の養成課程では「教育 

実習指導」「教育実習」「教職実践演習（平成 

23 年度入学生より実施）」の内容をさらに充実 

させ、学生を適切にサポートすることが、教 

員養成にとって大切な課題といえる。すなわ 

ち、家庭科教諭は少子化の影響を受け、正規 

に雇用されている（本採用）教員数はここ数 

年減少している。その補てんに非常勤の教員 

が入っている。この教員は本採用と違い、時 

間で学校間を移動するような勤務体系もあり、 

こういった教員にいくら授業実践の力量があ 

ろうとも実習生の指導は担当できない。家庭 

科教員を目指す学生が教育実習校を得られな 

い場合も今後発生することも十分考えられる。 

そういった中では、大学が組織的計画的に教 

育実習を依頼し実習先を確保することが大切 

になってくる。 

栄養教諭は教育実習が１週間である。この 1 

週間の間に児童生徒理解や学校組織の中での

教員の役割、学習指導の計画実施など様々な

学習課題を達成しなければならない。事前に

実習校を訪問し学校長はじめ関係の教職員に

指導を受けることができるように大学として

依頼をするなど一人ひとりの実習が効果的に

作用する準備を整える必要がある。 

短期大学部では栄養士養成と並行して 2年 

間での免許状取得ということになるので実習 

期間を 2週間に延ばして行うことは難しい。 

さらに、栄養士実習（校外実習）と続けてと 

いうことも検討する価値はあるが、受け入れ 

る学校とのマッチングが困難な場合（校外実 

習は栄養士が常勤でいなければ受けられない 

が、栄養教諭は栄養士が常勤でなくても可能 

等）があるなど課題が大きい。 

いずれにしても、教育実習を終えて大学に

戻ってきた本学の学生たちは教職を目指す意

欲をさらに高め、進路を考える場となってい

る。 

栄養教育実習では、多くの研究授業が「特 

別活動」すなわち「学級活動」として食に関 

する指導の実践を行っている。 

（平成 18年度～20年度ではおよそ 70％） 

このことは、養成課程においては特別活動の 

学習指導案や指導実践を十分学習しておく必

要があることが示されている。こういった具

体的な取り組みが養成課程に必要とされてい

る。また教員免許法改正に伴い平成 23年度入

学生から導入される「教職実践演習」にも教

育実習の効果をより高めるためのカリキュラ

ムが求められていると考える。 
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